
 

少子高齢化が進み、人口減少と人手不足による弊害が顕在化している現代社会ですが、 

その解決には更なる女性の潜在力と能力を活かす事が期待されます。そこで民間に範を示してい

ただきたいとの思いから「館山市役所の女性管理職登用における現状と課題」、「今後の取り組み」

について質問を致しました。 

 係長以上の管理職数は 令和２年５０名（全体に占める割合 ２７．５％） 

            令和７年６８名（全体に占める割合 ３５．４％） 

 課長級の管理職数は  令和２年 ３名（全体に占める割合  ７．３％） 

            令和７年 ４名（全体に占める割合  ９．３％） 

 微増傾向では有りますが、まだまだ全体に占める割合は低く、特に決定権を持つ課長級、部長

級の管理職の割合の少なさが顕著で、部長級は０名が続いています。 

 

 女性活躍推進の取り組みについては、「男女ともに育児休暇などの制度を取得し易い環境づくり

実現に向け、限られた人員の中で複雑・多様化する業務に対応する為の職員相互の協力体制を全

庁的な組織改革に基づき検討している」との答弁でした。 

 

 市民ニーズや環境は刻々と変化し、多様化しているため、計画、立案、決定において女性の視

点は非常に重要です。（災害発生時の避難所運営や事前準備などにも女性の視点は欠かせません） 

 更なる女性職員の管理職登用を求めました。 

  

 

Ａ . 指定管理者と検討をする。 

 

Ｑ３. 農業振興を目指す食のまちづくりに関連する今後の推進策は？ 

Ａ . 農産物ブランド向上セミナーを実施し参加者から得られた意見やアイデアをもとに今後

の方向性を整理し順次実施する。農業者の生産状況や飲食店等のニーズを把握し、両者を

つなげる役割を担う事で情報収集発信拠点として、農産物の利活用を促進する地域内流通

の活性化を図る。 

２．女性活躍について 

 

令和６年度の男性教員の育児休業取得人数は小学校で１人、中学校では０人でした。 

取得者が少ない理由を質問したところ、経済や家庭の事情、又、年度の途中で児童生徒の指導現場

を離れる事が心苦しいとの答弁でした。 

 

又、育児休業の取得に至らなくとも、育児参加休暇や配偶者の出産に伴う特別休暇などの利用を

しているケースが有るとの答弁が有りました。 

 

医療が進んだ現代でも出産は命がけです。そのダメージは交通事故に例えられる程です。 

一番大変な時期の育児を産後直後よりダメージの後遺症を抱えながら担うため産後女性の１５％前

後にうつ病のリスクが有るとの研究報告が有ります。一番身近な存在の夫の理解、家事育児の本格

的な参画が重要です。 

又、ロールモデルとも言える身近な男性教員が育児休業を利用する事で、子どもたちが将来家庭

を築いた際には、自身が当たり前に育児休業を取得し、配偶者と協力して家事育児をするのだとい

う意識付けになるのではないでしょうか？ 

 

 

 

 

＜ 山本地区 国道脇歩道草木伐採 ＞ 

３．公立学校の男性教員の育児休業取得推進について 
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皆様からのご要望が実現しました！！ 


